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平常時にも災害時にも活用できる、デジタルサイネージを核とした 

スマートフォン向け情報共有サービスの実証実験を開始 

～公衆無線 LAN 内・公衆無線 LAN 間の機器通信を、 

WebSocket と WebRTC を用いて実現～ 

 

NTT コミュニケーションズ(略称：NTT Com)は、最新の Web 技術である WebSocket*1や

WebRTC*2を活用し、デジタルサイネージ(電子看板)を核としたスマートフォン向け情報共有サ

ービスの実証実験を、2015 年 1 月 31 日より沖縄県北谷町の「美浜タウンリゾート・アメリカ

ンビレッジ」(以下、アメリカンビレッジ)*3にて開始します。 

 アメリカンビレッジに設置されたデジタルサイネージ上に写真をアップロードし、自動生成さ

れた「モザイクアート」をダウンロードできるサービスを通じて、ユーザーの受容性や有用性の

ほか、技術面での検証を行います。 

 

1. 背景 

デジタルサイネージは、設置場所周辺のエリア情報を伝えるのに役立つことから、観光地

における情報配信や、災害発生時の被災情報配信に活用できると目されています。 

また、単に画面上に情報を表示するだけでなく、デジタルサイネージと同じ無線 LAN ネッ

トワーク内にある端末(スマートフォンなど)からの必要な情報のダウンロードや、同ネット

ワーク内のカメラと接続した状況確認を可能にすることで、さらに有用性を高めることがで

きます。 

しかし、無線 LAN 内でデジタルサイネージやネットワークカメラに接続しようとする 

場合、他の機器への接続をブロックするプライバシーセパレーター機能*4が働いていたり、

利用している公衆無線 LAN プロバイダが異なっていたりすることで、接続が困難な場合が多

くあります。今回の実験では、最新 Web 技術の WebSocket や WebRTC を用いることで、

このような環境であっても機器の発見・接続を可能にする技術を開発し、本技術を用いた実

証実験環境を整えました。 

なお、当実験は、2014 年 7 月より NTT Com が総務省から受託して行っている、先進的

ICT 国際標準化推進事業「次世代ブラウザにおける通信環境透過技術」の一環です。 

 

2．実証実験の目的  

デジタルサイネージを用いた情報共有サービスの受容性や有用性を明らかにします。想定

活用イメージについては、[別紙]を参照ください。 

(1) モニターユーザーによる評価 

本技術を用いた、デジタルサイネージ活用型の、平常時における観光情報共有、災害時に

おける被災情報共有、および観光客や被災者間の情報共有サービスの評価実験を行います。 



(2) 一般観光客向けの実験 

デジタルサイネージへの写真のアップロード、ダウンロードができるサービスを常設し、混雑環

境時のリアルタイム情報共有サービスに関する評価実験を行う予定です。これらの実験を通し、

本技術の有効性や課題点の抽出、およびシステム負荷特性などの各種技術評価を行います。 

 

３．実証実験の概要 

 
デジタルサイネージ上に観光情報や模擬の災害情報(モニター向け)を表示するほか、

以下の参加型イベントを実施します。なお、WebSocket や WebRTC の活用により、専

用のアプリケーションをインストールする必要がなく、Web ブラウザでアクセスするだけで

サービスを利用することが可能です。 

 

① スマートフォンを使って、デジタルサイネージに表示されている QR コードを撮影。実証

実験サイトにアクセスする。 

② 自分で撮影した写真を、実証実験サイトにアップロード。 

③ 実証実験サイト(デジタルサイネージ)上に、大量の写真をモザイクのピースとして使った

「モザイクアート」を自動生成。他のユーザーが撮影した写真が小さなピースとなり、自

分で撮影した写真が再現される。*5 

④生成されたモザイクアートは、自分のスマートフォンなどにダウンロードして楽しんでも

らう。 



 
期間：2015 年 1 月 31 日(土)～2015 年 2 月下旬(予定） 

場所：アメリカンビレッジ(沖縄県中頭郡北谷町美浜) 

サービス利用可能箇所：FASHION PLAZA F 1F 

内容：一般観光情報や被災情報の共有サービス、モザイクアート生成サービス 

 

4. WebSocket、WebRTC を用いるメリット 

 WebSocket や WebRTC は、Web ブラウザ間の通信に用いられる最新のプロトコルで

あり、利用する端末の OS や表示形式に依存することがありません。端末間の通信に際

して、特定のアプリケーションを必要とせず、対応 Web ブラウザをインストールしてい

れば機器間の通信が可能になります。このため、同一ネットワーク内に存在する、仕様

の異なった様々な機器間の連携に効果を発揮します。 

また、HTTP のような通信プロトコルに比べてパケットのサイズが小さいこと、さら

に WebRTC については一度機器間を接続した後は通信にサーバーを必要としないとい

うメリットがあり、観光地のような通信機器の過密状態、あるいは災害時のような回線

の逼迫状態にも有用です。 

 

5．今後の展望 

NTT Com は、本実証実験より得られた結果をもとに、IoT の発展的概念である「Web of 

Things(WoT, モノと Web)」*6の国際標準化を推進するとともに、公衆無線 LAN とデジタ

ルサイネージを活用した、一般観光情報や被災時情報共有サービスの実用化につなげていく

予定です。 

 

  



 

 

*1: Web サーバーと Web ブラウザの間で、双方向のソケット通信を行なうための技術仕様。一度接続す

ると、Web サーバー側からも任意のタイミングで通信を開始することができる。従来の HTTP 通信よ

りもやり取りするデータ量や負荷が少なくて済み、高速なレスポンスが実現できる。 

*2: Web Real-Time Communication の略。パソコンやスマートフォンの Web ブラウザやネイティブア

プリで、サーバーを介さない Peer to Peer のリアルタイム通信（音声・データ）を実現するオープン

技術。広義の HTML5 の一つとして、W3C と IETF で標準化が進められている。 

*3: 沖縄県北谷町美浜にある、アメリカの街並みを模した人気のシティリゾート。ショッピング施設や飲

食店のほか、シネマコンプレックス、観覧車などのアミューズメント施設も備えている。 

*4: 同じ無線ネットワークのアクセスポイントに接続している機器同士の通信を禁止する機能。 

*5: 同技術を活用した、開発者向けイベントを都内で実施予定。 

*6: WebSocketやWebRTCなどのWeb技術を用い、モノがネットワークで繋がった環境である「Internet 

of Things (IoT)」上におけるサービスやアプリケーションの開発を展開するという考え方。Web 技術

を利用することで、相互運用性や汎用性が高くなるなど様々なメリットが得られる。IoT の具体的な活

用を進展させるために極めて重要である。 
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(別紙) 想定活用イメージ 

1 

デジタルサイネージ ネットワークカメラ 

スマートフォン 
(Webブラウザ) 

スマートフォン 
(Webブラウザ) 

利用者 利用者 

デジタルサイネージの情報取得 
例） 
平常時： 
 観光マップをスマートフォンにダウン 
 ロード など 
災害時： 
 被災状況の写真をアップロード など 

利用者間のコミュニケーション 
例） 
平常時： 
 テキスト、写真、テレビ電話などで 
 の連絡(例えば、携帯電話の契約がなく、 
 同じアプリを利用していない海外 
 からの観光客同士でも可能) 
災害時： 
 携帯電話回線がつながりにくい場合の 
 近辺にいる利用者同士の安否確認 など 

アクセス網(WAN)へ 公衆無線LAN 

ネットワークカメラの映像取得 
例） 
平常時： 
 観光施設の混雑状況 
 景勝地の天候、様子 など 
災害時： 
 被災状況 
 河川や港湾の様子 など 

機器連携 
ゲートウェイ 


